
 

   

 

 

 

 

教育シンポジウム 

グローバル社会における 
多言語の可能性 

最新の言語研究と教育現場の事例から考える 

申込方法  右記の申込フォームからお申し込みください 

申込締切  ３月５日（火） 定員に達し次第締め切らせていただきます 

申込先   一般財団法人 言語交流研究所 ヒッポファミリークラブ 

   〒１５０-０００２東京都渋谷区渋谷２-２-１０青山Ｈ＆Ａビル３Ｆ 

フリーダイヤル ０１２０－５５７－７６１  

プログラム 
 
◆基調講演 

「人間の言語能力は無限」  

スザンヌ・フリン（マサチューセッツ工科大学教授/多言語獲得研究） 

◆各界の専門家による研究および事例報告 

・酒井邦嘉（東京大学大学院総合文化研究科教授） 

・大和田康之（レッドランズ大学名誉教授/ＥｎｇａｇｅＡｓｉａ財団理事） 

・森田明彦（尚絅学院大学現代社会学科教授） 

・鈴木堅史（言語交流研究所代表理事） 

他、教育現場に携わる教員の方など 

参加申込ＵＲＬ  
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主催：一般財団法人 言語交流研究所 ヒッポファミリークラブ 

国際化やＡＩ（人工知能）の革新により、 

社会環境が大きく変革している現在、 

日本も多文化・多言語の世界へと 

変化してきています。 

訪日観光客も急激に拡がり、 

日本の企業でも様々な国籍の方が働き、 

学校や地域にも様々な家庭環境を 

持った子どもたちがいる状況が 

生まれています。このような社会で、 

「ことば」の教育はいったいどの 

ように取り組めばいいのでしょうか？ 

このシンポジウムでは、言語学、 

言語脳科学、学校での外国語教育、 

専門家の方々に加え、 

家庭で取り組んでいる「多言語活動」など、 

実際に活動されている方にも 

お話をしていただき、 

ことばの教育や多言語の取り組みについて、 

一緒に考える場にしたいと思います。 

「ことば」や「多言語」、「外国語教育」に 

関心のある方、教員や専門職の方をはじめ、 

広く一般の方など多くの皆様のご来場を 

心よりお待ちしております。 

２０１９年 

３月１３日（水） 

１９：００～２１：００(開場１８:３０１ 
 

会場： アルカディア市ヶ谷（私学会館） 
地下鉄有楽町線・南北線・新宿線 市ヶ谷駅

（Ａ１またはＡ４）出口から徒歩２分、ＪＲ中央

線（各駅停車） 市ヶ谷駅から徒歩２分 

参加費：おひとり１，０００円 学生５００円 

定 員：２５０名 



  

 

 

言語交流研究所ヒッポファミリークラブ 社会貢献活動 
 

Suzanne Flynn スザンヌ・フリン 
マサチューセッツ工科大学（ＭＩＴ）教授 言語学/多言語獲得研究 
  
幼少の頃から母語以外のことばを獲得する人間の能力について興味をもち、１９８３年コーネル大

学にて学位を取得。現在、米国マサチューセッツ工科大学にて言語学および多言語獲得研究の

第一人者として活躍中。 

ノーム・チョムスキー博士（１９２８～）の学説として有名な「生成文法理論」も含め、４０年以上にわ

たり人間の言語獲得の秘密や多言語のもたらす効果について研究。その結果、「多言語を話すこ

とは人間にとって自然である」「人間の言語獲得能力には、年齢による臨界期はない」「２ヵ国語以

上話す子どもたちは抽象概念に強く、想像力も豊か」などユニークな言語理論を発表している。 

◆研究および事例報告 スピーカー紹介 

◆基調講演 講師紹介 

酒井 邦嘉 
東京大学大学院総合文化研究科 教授 
 
１９６４年生まれ。東京大学理学部物理学科卒業。同大学
大学院理学系研究科博士課程修了。理学博士。専門は

言語脳科学。 
言語に規則があるのは、人間が言語を規則的につくったた 
めではなく、言語が自然法則に従っているからである――。このようなチョ

ムスキーの言語生得説は厳しい賛否を巻き起こしてきたが、最近の脳科学
は、この主張を裏付けようとしている。実験の積み重ねとＭＲＩ技術の向上に
よって、脳機能の分析は飛躍的な進歩を遂げた。こうした背景の中で、失語

症や手話の研究も交えて、言語という究極の難問に脳科学の視点から挑ん
でいる。著書：『言語の脳科学』（中公新書）、他多数。 

大和田 康之 
レッドランズ大学名誉教授/ＥｎｇａｇｅＡｓｉａ財団理事 
 
１９３４年生まれ。国際基督教大学（ＩＣＵ）１期生卒業。米
コロンビア大学にて博士号を取得。満州で生まれ、白系

ロシア、イタリアの子どもたちと幼少期を過ごす。 
ＩＣＵでは学長補佐を務めると同時に教鞭もとるなど創設
期に貢献をした。現在は米国在住。 

これからを担う真のリーダーシップに必要なのは「多言語を話す」というスタ
ンスである。多言語を話すということは、「違ったことば、価値観を持った人を
受入れる」ということ、「寛容」ということであり、それは自分を人間としてより

豊かになるということである。と、多言語を学ぶ本質的な意味について述べ
ている。 

森田 明彦 
尚絅学院大学 現代社会学科教授 
 
１９５８年生まれ。東北大学文学部卒。博士（学術、早稲田
大学）。外務省、国際連合開発計画、財団法人日本ユニ

セフ協会（広報室長）、東京工業大学（特任教授）等を経
て、２０１０年４月より尚絅大学現代社会学科教授。 
「世界最先端の技術で、世界最高の教育を」「どんな国の、どんな言葉を話

す人にも深い共感と開かれた心で向き合える人を育てる」をモットーとする。
近年では、言語交流研究所（ヒッポファミリークラブ）の協力のもと、多言語
体験授業などにも取り組んでいる。 

著書：『人権をひらく―チャールズ・テイラーとの対話』（藤原書店） 

鈴木 堅史 
（一財）言語交流研究所 代表理事/ＬＥＸ Ａｍｅｒｉｃａ理事 
 
１９４４年生まれ。早稲田大学政治経済学部卒。 
１９８１年、多言語活動を提唱した榊原陽氏とともに、言語

交流研究所ヒッポファミリークラブの創設に参画。１９８７
年より理事。１９９８年から２００２年、アメリカに渡り、ニュ 
ーヨーク、ボストン、メキシコなどで多言語活動の実践を世界に展開。その

後、多言語プレゼンテーション大会（ＬＭＰ）などの新規プロジェクトを積極
的に推進し、国内外から大きな反響を得た。近年では酒井邦嘉教授（東京大
学）、スザンヌ・フリン教授（ＭＩＴ）と、世界初の「多言語習得するメカニズム

について」の共同研究を２０１６年春から開始させた。 

言語交流研究所  
ヒッポファミリークラブとは 
 
国や人種の違いを越えて、どんなこ

とばを話す人ともコミュニケーション

ができるようになれたら・・・。 

そんな思いから１９８１年、多言語（い

くつものことば）を、自然習得（母語

の習得プロセス）するヒッポファミリ

ークラブは誕生しました。 

本来、人間誰もが「どんなことばで

も」「いくつでも」話せるようになる自

然の力を持っています。 

ヒッポファミリークラブは、多言語の

環境の中で育った赤ちゃんが、母語 

を習得するのと同じ

ように、家族や仲間

たちと一緒に、楽しく

多言語を身につけ

ていきます。 

他、教育現場に携わる教員の方々の登壇も予定しております。 

◆東大・ＭＩＴ・言語交流研究所共同研究プ
ロジェクト実施中  
スザンヌ・フリン教授（ＭＩＴ）、酒井邦嘉教授（東
京大学）、言語交流研究所が多言語習得のメカニ

ズムと効果を脳科学的に調査するプロジェクトを
２０１６年から開始。 

 
◆尚絅学院大学にて「多言語コミュニケーシ
ョン」講義を実施中  
宮城県・尚絅学院大学にて、現代社会学科の森

田明彦教授のもと、２０１５年より、多言語体験授
業を特別講義として実施中。２０１９年からは、「多
言語コミュニケーション」が正式科目として導入

されます。 

 

◆鎌倉ユネスコ協会主催のＳＤＧｓリレートー
ク＆ディスカッションに発表参加。  
鎌倉ユネスコ協会「ＳＤＧｓみらい塾」開塾記念シ
ンポジウム内のＳＤＧｓリレートークで登壇。 

◆慶応義塾大学にて「多言語コミュニケー
ション実践」特別講義を実施  
藤沢湘南キャンパスにて、２０１８年に実施。複数
の知らない言語を真似する体験が、赤ちゃんの言

語獲得を追体験する言語社会化を体験する機会
となりました。 

 

◆ＥＳＤ環境プログラムの演習協力  
２０１８年３月に「高尾１００年の森」で開催された、
環境省主催の「教職員・地域環境活動リーダーの

ための環境教育実践力強化研修」にて、体験活
動プログラム演習「英語や多言語で自然や世界
とつながろう！」に協力。 

 

◆多言語プレゼンテーション大会を実施  
２０１５年より、世界各国の若者たちが「多言語体
験を通して見つけたこと」について３言語以上で
発信する大会を毎年開催。これまでに延べ１６１組

１６９名の若者が参加しています。 


